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2020年は、あの敗戦から75年目になる年。この間、日本は平和憲法の下、一人の人も戦争によって

殺し殺されることのない“戦後”を歩んできました。その意味を、紛争や武力衝突の続く世界へ力強く発

信していく年にしていきたいと思います。「９条を持つ日本国憲法を次の世代に引き継ぐ」（憲法フェス

2019 in 茨城のアピールより）努力を続けていきましょう。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 「次の世代」を担う若者の力に期待します。香港の学生たちは、「僕らの世代が動かないと、香港は消

える」という危機感を持って行動を続けています。16 歳のグレタ・トゥンベリさんは、大人が犯してき

た過ちに真直に異議を申し立てています。日本でも、大学入試改革の問題性に抗議し見送りに追いやった

高校生の力がありました。 

 新春の歌はじめとして、高校生たちが創った短歌 ～ 現実に向き合う感性と知力 ～ をお届けします。 

国
語
の
授
業
で
、
高
二
の
冬
に
生
活
短
歌
を
詠

む
。
大
学
受
験
を
一
年
後
に
控
え
、
揺
れ
の
あ
る

時
期
で
あ
る
。 
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介
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迸
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猫
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績
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き
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扉
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よ
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よ
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、
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」

が
開
け
ば
み
ん
な
が
通
れ
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。
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右
左
見
て 

 

た
だ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
か
と
思
っ
た
ら
、
社
会
風

刺
の
歌
だ
と
い
う
。
上
の
句
は
、
同
調
的
・
翼
賛

的
な
現
代
の
風
潮
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の
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慮
。
で
も
、
そ
う
や
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す
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未
来
を
生
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る
道
は
な
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。
だ

か
ら
今
、
一
人
一
人
の
冷
静
な
判
断
を
、
と
い
う

下
の
句
だ
そ
う
だ
。
…
深
い
。
（
後
藤
） 
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安倍首相は 1 日付の年頭所感で、「国のかたちに関わる大きな改革を進める。その先にあるの

が憲法改正だ」と主張。年頭所感で改憲に直接言及するのは 2014 年以来。その大きな改革に

は、世代間分断・対立を基調とする「全世代型社会保障制度改革」（高齢者給付の大幅削減）や、

安全保障法制（戦争法）の本格発動＝自衛隊海外派兵や日米軍一体化、などが想定されている。 

 だが、改憲時間も切迫している。安倍首相は、総裁任期の来る 2021 年 9 月までに憲法改正

の発議と国民投票を目指すと表明している。任期内に国民投票を行うのであれば、遅くとも

2021 年前半の通常国会での改正発議、できれば 2020 年中に発議に目処を付け投票準備＝改

正キャンペーンに集中したいところだ。 

 そもそも、昨年秋の臨時国会で成立を予定していた、憲法改正の前提としての国民投票法改正

が野党共闘により挫折。与党・安倍政権の改憲スケジュールは乱れ焦りがでている。 

  年明け通常国会で国民投票法改正をといきたいが、予算審議が最優先されるため、憲法改正

案の審議に使える時間は限られる。7 月には東京都知事選が予定されているため、会期延長も難

しい。秋の臨時国会では改憲案審議に十分な時間が確保できない。このような状況から、安倍首

相の任期中の憲法改正は難しくなったとの見方も出ている。 

 しかし、政権の求心力を保ち、レームダック（死に体） 

化を避けるために、安倍首相は今後も憲法改正を主張し続 

けるであろう。 

 年内必至の衆議院解散・ 総選挙が改憲動向を決する。 

もし通常国会で憲法改正の議論が行き詰まったら、「国民 

の信を問う」として解散に踏み切る可能性もなくはない。 

 有権者が投票場に行き野党候補者に投票してくれる魅 

力ある政策とその実現への信頼を確保するために、現議 

員や候補予定者を市民の中に引き出すこと、政治家を自 

分たちの代表だと思ってくれる仕組みを工夫することが 

鍵となるのではないか。 

九条の会茨城県連絡会 

代表 田村武夫（茨城大学名誉教授） 

 

2019 年 10月 31日、那覇市首里の世界遺産「首里城」で火災が発生し、

正殿など６殿が焼失、貴重な文化財も多くが失われました。 

沖縄の独自の歴史を象徴する「首里城」は、沖縄戦で壊滅し、1992年に復元

され、2000 年には世界遺産に登録されました。 

全国でも再建に向けての募金活動が広がっていますが、私たちも下記口座で

皆さんのカンパを呼びかけます。振込用紙の通信欄には「首里城カンパ」と明

記してください。2020年 2 月末を目処に、ご協力をお願いいたします。 

ゆうちょ銀行 口座記号：00110-1 口座番号：361535 

加入者名：つくば市平和委員会  通信欄：首里城カンパ 

皆様のご協力をお願いいたします。（つくば市平和委員会・事務局・荒井） 

https://search.yahoo.co.jp/search?p=安倍晋三&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws
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 川嶋均 氏は北海道生活図画事件の掘り起こしに、事

件被害者やその遺族を訪ね歩く日々を送っているとのこ

とでした。2017年6月、治安維持法の復活とも言われ

る共謀罪法が多くの人々の反対を押し切って国会で強行

成立され、すでに施行されている今、２度とこのような

事件が起きないよう、安倍政権の９条改憲を絶対に阻止

しなければの思いを強くしました。（武田） 

▼つくば市主催の成人のつどい 2 

020 が 1月 12 日(日)11:00～ 

12:00 に、つくばカピオで開催

されました。今年の新成人数は、茨城県全体で 2 万

9695 人(前年度比 243 人増)、つくば市は 2720 人

(44 人減)、県内で最も多いとのことです。 

 今年も、9 条の会つくばは「成人おめでとう」チラシ

を入れたティッシュを作成、これを新成人に渡しながら

「成人になった記念に安倍 9 条改憲 NO！に署名を」と

呼び掛けました。署名参加者は 6 人、頂いた署名は 32

筆でした。配布したティッシュは約 300 個、チラシに

よる改憲反対アピールが新成人に届けられました。 

 おめでたいはずの成人のつ 

どいなのに、今年も交通規制 

と厳しい警備でピリピリした 

空気がみなぎっていました。 

和やかな雰囲気で成人のつど 

いが開けるよう、工夫が必要 

ではないかと思います。（O） 

▼1月3日、賑やかなイーアス 

西側交差点で、新春のスタンデ 

イングを行いました。参加者は

9 人。大型プラスターや横断幕で晴れやかに。初参加の

賛同人の姿がありました。自転車を止めて署名に応じて

くれた青年、カンパをしてくれたご夫婦など嬉しい出会

いもありました。（H） 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼12・8不戦のつどい学習会が 

12 月 6 日 18：30から並木交 

流センターで開催されました。 

 川嶋均 氏（東京藝術大学非常勤講師）による「『表現

の自由』が奪われた時代を生きてー北海道・生活図画事

件と私たちの今」と題しての講演でした。生活図画事件

とは、戦前の北海道で、日々の生活をありのままに描く

「生活図画」の美術教育を進めた教師やその教え子たち

が、治安維持法違反容疑で捕えられ、極寒の獄中生活を

強いられたという事件です。生活図画教育の中心にいた

熊田満佐吾氏など逮捕者は 27 名にも及んだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 春 

スタンディング 

つくば市成人の

つどい 2020 

◆賛同人 2020 年１月 13 日 総数 1005 名（市内 721 名） 

◆3000 万署名 累計数 4500 筆 

◆改憲発議反対緊急署名 1月 15 日 現在 58 筆 

2020 年１月から「改憲発議に反対する全国緊

急署名」がスタートしました。同封の署名用

紙に記入して送って下さい。ご協力よろしく

お願いします。 

たくさんの方々に応援頂き「誰がために憲法はある」映画上映会を終えること 

ができました。ありがとうございます。今回の映画会ではつながり、一体感を主 

軸に構成させて頂きました。ウエルカム歌声で一緒に歌い、映画を見て共鳴、そ 

して監督さんの話で共感と共存を確認する構成です。 

会場に来ていた人の声です。 

・感動！ 途中何回か涙が止まりませんでした。 

・胸打つ内容でした。最後の憲法条文がみにしみます。 

・軽い気持ちで観に来ました。憲法について深く考えたこともなく過ごしてきま 

した。考えを深める良い機会になりました。 

など 映画が素晴らしいとたくさんの感動の声が寄せられています。 

そして監督トークで 会場に来ていた人がさらに盛り上がりました。 

・映画だけでなく、監督さんの話がすごく良かった。無自覚な自主規制、本当に 

多いと思います。立ち向かっていこう。そのためにも多くの人とつながりたい。 

・熱のこもったトークに心を打たれました。 

・井上さんの真剣な話 胸に届きました。 

など、会場が監督への熱い思いに一体化しました。監督も会場の一体感に心あつくなり熱弁でした。「これから

上映会を企画します」という声も聞くことができました。入場者数は、友人に誘われ知人を通して前売りチケッ

トを購入した方が 270 人くらい、チラシを見て来たという当日チケット販売が 50 枚もありました！ ９条つ

くばのニュース「結」、生協、公民館、新婦人などに入れさせて頂きました。改めてチラシの威力は素晴らしい

と思いました。そして本当にありがとうございました。（つくば共に文化を育てる会 萬波厚子） 

12・８ 

不戦のつどい 
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の直前、読売に出会い系バー通いを記事 

にされた。前川は「アベ政権は、国民は 

バカだとタカをくくっている」と看破す 

る。 

 辺野古反対の人々は、警備会社によっ 

て顔写真を撮られ、一覧にされる。防衛 

局の依頼だったと追及されても、菅は記 

者会見で木で鼻をくくったように否定す 

る。質問を続ける望月は、「事実無根の 

ナンクセ」とレッテルを貼られ、執拗な 

脅迫も受ける。 

 「日本会議」は、権力を批判する新聞を「読むな」「潰

せ」と恫喝する。 

◆ 隠蔽・ウソ・改ざん、そして忖度 

 モリ・カケ問題で露呈した政権の体質は、すべての問

題に及ぶ。 

 辺野古の土砂投入の強行は、「サンゴを移植した」と

言う安倍首相のフェイクにはじまり、砕石の赤土の割合

も県に対する防衛省の約束が守られていないことは現場

を見れば一目瞭然なのに、国は認めない。 

 宮古島の自衛隊駐屯地でも、燃料基地に隣接する弾薬

庫の存在は、住民説明会では隠されていた。 

 沖縄の県民投票の結果を報じる各メディアの扱いの違

いも大きい。ＮＨＫは、「投票した人の 72％が反対」

ではなく「投票に行かなかった人も含めて 37％が反対」

と報じた。 

◆ i ＝「一人称、私」 

 映画は、権力を監視する役割を弱めているメディアの

現状を追及する。ただ、おかしいのは官邸、官僚、メデ

ィアだけなのか。 

 一人称である「私」は、集団に飲み込まれずに生きて

いるのか、声を発しているのか――映画はそのことを問

うている。（後藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１月 19 日（日）14：00～16：30 平和のバトンをつ

なぐ会（戦争体験者と若者が語る）牛久中央生涯学習セ

ンター 大講座室 ＊参加費 100 円  

◆２月８日（土） 14:00～16：30 研・学９条の会「講

演と対話のつどい」講師 岩井孝さん「福島第一原発廃

炉作業の問題と東海第二原発再稼働の危険性について」

つくばイノベーションプラザ大会議室（今回同封チラシ

参照）＊資料代 300 円 

◆２月 11 日（火・祝）10：30～14：30 午前講演「キ

リスト教と天皇制」木村庸五弁護士（日弁連憲法委員会

元委員）午後関係団体のアピール つくば学園教会 

◆３月 11 日（水）11：30～13：00「さよなら原発・守

ろう憲法３・11 集会」（仮題）センタービル広場、また

は中央公園付近（場所未定） 

イ ン フ ォ メ ― シ ョ ン 

１月 19 日（日）12：00～13：00 定例署名 アルス前 

２月３日（月）13：00～13：30 アベ政治を許さないスタンデ

イング つくば駅Ａ３出口（その後 13：30～14：30 署名） 

２月９日（日）12：00～13：00 ９の日署名 アルス前 

２月 15 日（土）10：00～12：30 事務局会 市活予定 

２月 16 日（日）12：00～13：00 定例署名 アルス前 

３月３日（火）13：00～13：30 アベ政治を許さないスタンデ

イング つくば駅Ａ３出口（その後 13：30～14：30 署名） 

３月９日（月）12：00～13：00 ９の日署名 センタービル

付近 

３月 11 日（水）11：30～13：00 場所未定 3・11 集会 

３月 15 日（日）12：00～13：00 定例署名 アルス前 

３月 21 日（土）13：30～15：30 世話人会 並木交流センター 

◆ 官邸とメディア 

 東京新聞社会部記者・望月衣塑子の活動 

に密着したドキュメンタリー映画である。 

 何度も映し出されるのが、菅義偉・内閣 

官房長官の記者会見場面。質問を重ねる望 

月に対する官房長官の“令和おじさん”と 

は別の困惑と苛立ちの表情に、カメラはア 

ップで迫る。その背後に、上村報道官の「質問に入って

くださ～い」「簡潔にお願いしま～す」という人を喰った

ような声が数秒おきに入る。望月への“質問妨害”は、

「納得できる答えをいただいていないので繰り返してい

ます」と言う姿勢を嫌う露骨なものだ。菅長官は「あな

たに答える必要はありません」と言い放つ。 

 会見の主催者は記者の側のはずなのに、運営も司会も

“官邸”が仕切る。政治部の記者たちが集まるメディア

の側も、“同調圧力”の強いムラ社会のようである。望

月は浮かされる。 

◆ 権力の私物化、横暴 

 社会部の望月が官邸の記者会見に出るようになったの

は、首相に近いジャーナリストの準強姦容疑での逮捕状

の執行が取りやめになった問題からだという。 

 “官邸”に近い人間が道理もなく守られるという構図

は、逆の場合は、不都合な相手を不条理に攻撃する“権

力”の標的にされるということである。 

 森友学園の籠池夫妻は、安倍の掌返しで見せしめ逮捕

される。読売やフジは、大ウソの報道をばらまく。“総

理のご意向”で動いた加計問題では、「あったことをな

かったとは言えない」と発言した前川喜平は、記者会見 


